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　 県民、 関係機関・ 団体、 行政の三位一体と なっ た県民運動を 展開する ために、 基本目標、 健康目標、 行動目標、

社会環境づく り 目標を 掲げて推進し ます。

10 健康長寿し まね推進計画（ 島根県健康増進計画） の数値目標

（ １ ） 基本目標

 指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分* 現状値　 出典

①平均寿命を延伸する

SH IDS（ 島根県健康指標データ

ベースシステム）

（ 二次策定値）

H 1 8（ 2 0 0 6 ）～H 2 2（ 2 0 1 0 ）年

5 年平均値

（ 現状値）

H 2 9（ 2 0 1 7 ）～R3（ 2 0 2 1 ）年

5 年平均値

平均寿命
年

男 7 9 .0 5 8 1 .4 2 8 1 .9 0 B-1

女 8 6 .6 8 8 7 .8 7 8 8 .2 9 B-1

②6 5 歳平均自立期間を延長する

6 5 歳平均自立期間
年

男 1 7 .0 8 1 8 .2 6 1 8 .7 4 B-4

女 2 0 .7 3 2 1 .4 9 2 1 .9 1 B-2

③6 5 歳平均自立期間の圏域差を縮小する

6 5 歳平均自立期間の圏域差
年

男 1 .1 5 1 .2 3 0 .5 0 B-3

女 0 .9 8 1 .3 5 0 .5 0 B-6

（ ２ ） 健康目標

指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分 現状値　 出典

①全がんの年齢調整死亡率を減少さ せる
国立がん研究センタ ーがん

情報サービス「 がん登録・ 統計」

（ 昭和6 0 年モデル人口）

（ 二次策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年

全がん年齢調整死亡率
（ 7 5 歳未満）

人口
1 0

万対

男 1 0 7 .1 9 1 .6 8 1 .1 C

女 5 0 .7 5 1 .5 5 0 .3 C

②脳血管疾患年齢調整死亡率を減少さ せる

SH IDS（ 島根県健康指標データ

ベースシステム）

（ 平成2 7 年モデル人口）

（ 二次策定値）

H 1 8（ 2 0 0 6 ）～H 2 2（ 2 0 1 0 ）年

5 年平均値

（ 現状値）

H 2 9（ 2 0 1 7 ）～R3（ 2 0 2 1 ）年

5 年平均値

脳血管疾患年齢調整死亡率 人口

1 0
万対

男 1 5 6 .5 1 0 2 .1 減少 A-2

女 9 4 .0 6 1 .9 減少 A-2

③虚血性心疾患年齢調整死亡率を減少さ せる

虚血性心疾患年齢調整死亡率 人口

1 0
万対

男 5 7 .4 3 6 .1 減少 A-3

女 3 0 .6 1 5 .1 減少 A-3

④自殺死亡率を減少さ せる 人口動態統計（ 厚生労働省）

（ 二次策定値）

H 1 9（ 2 0 0 7 ）～H 2 3（ 2 0 1 1 ）年

5 年平均値

（ 現状値）

R3（ 2 0 2 1 ）年

自殺死亡率 人口

1 0

万対

男女計 2 9 .0 1 5 .7 1 3 .0 C

⑤8 0 2 0 達成者の割合を増やす
県民残存歯調査（ 県健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値）R2（ 2 0 2 0 ）年度
8 0 2 0 達成者の割合

（ 7 5 ～8 4 歳）
％ 男女計 3 3 .4 4 8 .3 6 5 .6 B-3

１ ） 主要な健康指標

*P .5 1 の「 区分の考え方」 参照
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指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分 現状値　 出典

①平均収縮期血圧値を維持する 特定健康診査、事業所健康診断、

後期高齢者健康診査集計結果

（ 県保健環境科学研究所）（ 二次

策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年度

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度

平均収縮期血圧（ 4 0 ～8 9 歳）
㎜H g

男 1 2 8 .8 1 3 0 .9 1 3 0 .9 B-3

女 1 2 7 .6 1 2 8 .7 1 2 8 .7 B-3

②脳卒中年齢調整初発率を減少さ せる

脳卒中発症状況調査（ 県健康推

進課）（ 平成2 7 年モデル人口）

（ 二次策定値）H 1 8 、H 1 9 、H 2 1

年3 年平均値

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度

脳卒中年齢調整初発率 人口
1 0

万対

男 2 4 1 .1 2 5 3 .3 減少 B-6

女 1 4 9 .7 1 4 2 .2 減少 B-4

③脳卒中の再発率を減少さ せる

年齢調整再発率
％

男 － 8 3 .8 減少 B-2

女 － 4 0 .4 減少 B-2

④特定健診受診者で糖尿病有病者のう ち、未受診者の割合を減ら す

島根県国民健康保険連合会より

提供

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度

特定健診受診者で糖尿病有病者のう

ち、未受診者の割合（ 4 0 ～7 4 歳）
％ 男女計 － 1 5 .1 減少 B-6

⑤糖尿病で通院する患者で３ か月以上治療中断の者の割合を減ら す

糖尿病で通院する患者で３ か月以上

治療中断者の割合
％ 男女計 － 8 .8 減少 B-6

⑥糖尿病有病者でH bA1 c8 .0 ％以上の者の割合を減少さ せる 特定健康診査・ 事業所健康診断

集計結果（ 県保健環境科学研究

所）

（ 二次策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年度

（ 現状値） R3（ 2 0 2 1 ）年度

糖尿病有病者でH bA1 cが8 .0 % 以上
の者の割合（ 2 0 ～7 4 歳） ％

男 1 5 .9 1 2 .3 1 1 .6 B-4

女 1 0 .9 8 .2 7 .7 B-4

⑦糖尿病性腎症による人工透析新規導入者数の割合を減少さ せる 健康日本2 1（ 第2 次）の推進に

関する参考資料（ 厚生労働省）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年

図説わが国の慢性透析療法の現況

（ 現状値） R3（ 2 0 2 1 ）年

糖尿病性腎症による新規透析導入者

割合

人口

1 0
万対

男女計 1 1 .6 9 .2 8 .7 B-1

２ ） 主要な合併症予防・ 重症化予防指標

指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分 現状値　 出典

①肥満傾向児の割合を減少さ せる

学校保健統計（ 文部科学省）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度

児童・ 生徒における肥満傾向児の割

合

％

小学5 年　 男 9 .7 9 .6

減少 C

小学5 年　 女 7 .0 6 .8

中学2 年　 男 6 .1 6 .5

中学2 年　 女 8 .0 7 .4

高校2 年　 男 8 .6 1 3 .5

高校2 年　 女 7 .8 6 .3

②痩身傾向の女子の割合を減少さ せる【 新】
学校保健統計（ 文部科学省）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度
児童・ 生徒における痩身傾向児の割

合（ 高校2 年の女子）
％ 高校2 年　 女 2 .5 1 .9 減少 C

③一人平均むし 歯数を減少さ せる 母子保健集計システム（ 県健康

推進課）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値） R2（ 2 0 2 0 ）年度

一人平均むし 歯数

本

3 歳児 0 .7 7 0 .4 0 .3 C

1 2 歳児 1 .3 3 0 .7 0 .5 C
学校保健統計（ 文部科学省）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度

④歯肉に所見がある割合を減少さ せる

島根県学校保健統計調査（ 県保

健体育課）

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度

歯肉に所見がある割合

％

中学2 年　 男 － 6 .2 4 .7 C

中学2 年　 女 － 2 .7 2 .6 C

高校2 年　 男 － 2 .9 減少 C

高校2 年　 女 － 0 .8 減少 C

３ ） 生涯を 通じ た健康づく り 指標

ア． 子ども の指標
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イ ． 青壮年の指標

指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分 現状値　 出典

①年齢調整推定肥満者割合を減少さ せる

特定健康診査

事業所健康診断結果集計

（ 県保健環境科学研究所）

（ 二次策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年度

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度

年齢調整肥満者割合（ BMI2 5 .0 以上）

（ 2 0 ～6 4 歳） ％
男性 2 6 .5 3 1 .5 減少 B-6

女性 1 5 .2 1 8 .4 減少 B-6

②2 0 歳～3 0 歳代女性のやせの者の割合を減少さ せる

2 0 ～3 0 歳代女性のやせの者の割合
（ BMI1 8 .5 以下）

％ 女性 － 1 6 .6 1 5 .0 C

③脂質異常症年齢調整推定有病者割合を減少さ せる

脂質異常症年齢調整有病者割合

（ 2 0 ～6 4 歳） ％
男性 3 0 .9 3 6 .0 2 7 .0 B-6

女性 2 2 .9 2 6 .1 1 9 .6 B-6

④糖尿病年齢調整推定有病者割合を維持する

糖尿病年齢調整有病者割合

（ 2 0 ～6 4 歳） ％
男性 6 .3 6 .3 6 .3 B-3

女性 2 .5 2 .7 2 .7 B-3

⑤高血圧年齢調整有病者割合を維持する

高血圧年齢調整有病者割合

（ 2 0 ～6 4 歳） ％
男性 1 8 .8 2 5 .0 2 5 .0 B-6

女性 1 0 .6 1 3 .5 1 3 .5 B-6

⑥メ タ ボリ ッ ク シンド ローム該当者及び予備群を減少さ せる

厚生労働省提供計算シート より

算出

H 2 0（ 2 0 0 8 ）年度と 比較し た

R3（ 2 0 2 1 ）年度の減少率

H 2 0 年度（ または H 2 2 年度）と 比べ
たメ タ ボリ ッ ク シンド ロームの該当

者及び予備群の減少率

（ 4 0 ～7 4 歳）

％ 男女計
1 8 .5

（ 中間評価時）
1 6 .8 2 5 .0 C

⑦3 0 歳代一人平均むし 歯数を減少さ せる 市町村歯科保健対策評価表（ 県

健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年度

（ 現状値） R3（ 2 0 2 1 ）年度
3 0 歳代一人平均むし 歯数 本 男女計 1 0 .3 8 .2 4 .9 C

⑧進行し た歯周病の有病率を減少さ せる

県民残存歯調査

（ 県健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値） R2（ 2 0 2 0 ）年度

進行し た歯周病（ CPI個人コ ード 3 以
上）の有病率　 ※ ％

4 0 歳代男女計 － 6 1 .4 減少 C

5 0 歳代男女計 － 6 8 .9 減少 C

⑨一人平均残存歯数を増加さ せる

一人平均残存歯数
本

45～54歳男女計 2 5 .5 6 2 6 .7 2 7 .1 C

55～64歳男女計 2 2 .1 6 2 4 .5 2 5 .2 C

⑩心理的スト レスなどの精神的な問題をかかえる者の割合を減少さ せる【 新】
国民生活基礎調査

（ 厚生労働省）

（ 現状値）R1（ 2 0 1 9 ）年度
K 6（ こ こ ろ の状態を評価する指標）

の合計得点が1 0 点以上の者の割合
％ 1 5 ～6 4 歳 － 1 0 .8 9 .4 A-3

指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分 現状値　 出典

①要介護2 ～5 の年齢調整割合を維持する

SH IDS（ 島根県健康指標デー

タ ベースシステム）※島根県

国民健康保険連合会提供デー

タ

（ 二次策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年度

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度

要介護2 ～5 の割合（ 年齢調整）
％

6 5 歳以上　 男 6 .3 5 .3 4 .5 B-2

6 5 歳以上　 女 6 .3 5 .5 4 .8 B-2

％
7 5 歳以上　 男 1 2 .3 1 0 .5 9 .0 B-2

7 5 歳以上　 女 1 4 .2 1 2 .4 1 0 .8 B-2

②6 5 歳以上のBMI2 0 以下の者の割合の増加を抑える
特定健康診査・ 事業所健康診

断・ 後期高齢者健康診査結果

集計（ 県保健環境科学研究所）

（ 二次策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年度

（ 現状値） R3（ 2 0 2 1 ）年度

6 5 歳以上のBMI2 0 以下の者の割合

％

男 1 7 .8 1 5 .1 1 5 .1 B-2

女 2 4 .5 2 5 .7 2 5 .7 B-2

③6 5 ～7 4 歳一人平均残存歯数を増加さ せる 県民残存歯調査（ 県健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値） R2（ 2 0 2 0 ）年度一人平均残存歯数（ 6 5 ～7 4 歳） 本 男女計 1 8 .5 8 2 0 .9 2 2 .1 C

ウ． 高齢者の指標
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（ ３ ） 世代毎の行動目標

指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分 現状値　 出典

①朝食を欠食し ている幼児、児童、生徒の割合を減ら す
乳幼児アンケート

（ 県健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年度

（ 現状値） R4（ 2 0 2 2 ）年度

朝食を欠食し ている子ども の割合

％

1 歳6 か月児 3 .6 1 .4 0 .0 C

3 歳児 3 .0 2 .4 0 .0 C

小学5 年生　 男 2 .6 6 .5 0 .0 C

児童生徒の体力・ 運動能力等調

査

（ 県教育庁保健体育課）

（ 二次策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年度

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度

小学5 年生　 女 3 .1 8 .5 0 .0 C

中学2 年生　 男 7 .2 9 .0 5 .0 C

中学2 年生　 女 1 0 .5 8 .7 5 .0 C

高校2 年生　 男 1 8 .0 1 4 .4 減少 C

高校2 年生　 女 1 6 .0 1 3 .2 1 0 .0 C

②2 1 時までに寝る幼児の割合を増やす
母子保健集計システム

（ 県健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度

2 1 時までに寝る子ども の割合
％

1 歳6 か月児 1 7 .0 2 7 .5 増加 C

3 歳児 8 .3 8 .1 増加 C

③毎日、仕上げ磨きをする保護者の割合を増やす
母子保健集計システム

（ 県健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度

毎日、仕上げ磨き をする保護者の割合
％

1 歳6 か月児 7 3 .3 7 2 .9 8 0 .0 C

（ 参考）3 歳児 8 3 .5 8 4 .0 －

④歯科健診を受ける妊産婦を増やす【 新】
地域保健・ 健康増進事業報告

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度
妊産婦の歯科健診受診率 ％ 妊産婦 － 1 5 .4 増加 C

⑤今まで一口でも 飲酒し たこ と がある児童・ 生徒の割合を減ら す

未成年者の喫煙防止等について

の調査

（ 県健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

2 0 歳未満の者の飲酒・ 喫煙防止

についての調査

（ 県健康推進課）

（ 現状値）R5（ 2 0 2 3 ）年度

今までに一口でも 飲酒し たこ と があ
る子ども の割合

％

小学5・ 6 年生 男 5 0 .4 2 7 .5 0 .0 C

小学5・ 6 年生 女 4 3 .2 2 3 .6 0 .0 C

中学2 年生　 男 5 6 .4 2 0 .1 0 .0 C

中学2 年生　 女 5 3 .8 1 6 .5 0 .0 C

高校2 年生　 男 7 0 .0 2 9 .5 0 .0 C

高校2 年生　 女 6 5 .2 2 2 .0 0 .0 C

⑥今まで一口でも 喫煙し たこ と がある児童・ 生徒の割合を減ら す

今までに一口でも 喫煙し たこ と があ

る子ども の割合

％

小学5・ 6 年生 男 2 .6 2 .1 0 .0 C

小学5・ 6 年生 女 1 .2 1 .7 0 .0 C

中学2 年生　 男 3 .7 2 .9 0 .0 C

中学2 年生　 女 4 .6 0 .9 0 .0 C

高校2 年生　 男 1 3 .3 3 .6 0 .0 C

高校2 年生　 女 1 0 .1 1 .4 0 .0 C

１ ） 子ども の指標

指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分 現状値　 出典

①2 0 歳代、3 0 歳代の朝食を欠食する者の割合を減ら す

島根県県民健康栄養調査

（ 県健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度

朝食を欠食する者の割合

％

2 0 歳代　 男性 3 7 .3 3 9 .7 3 0 ％以下 C

2 0 歳代　 女性 2 8 .4 2 3 .2 1 5 ％以下 C

3 0 歳代　 男性 1 7 .8 3 0 .9 2 0 ％以下 C

3 0 歳代　 女性 1 2 .5 2 2 .0 1 5 ％以下 C

②1 日野菜摂取量3 5 0 ｇ 以上の者の割合を増やす

1 日の野菜摂取量が3 5 0 g 以上の者
の割合（ 2 0 ～8 4 歳）

％

2 0 ～8 4 歳　 男性 － 1 5 .7 3 0 .0 B-4

2 0 ～8 4 歳　 女性 － 2 2 .7 4 0 .0 B-4

2 0 ～3 9 歳 － 8 .7 2 5 .0 B-4

２ ） 成人の指標
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指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分 現状値　 出典

③1 日果物摂取量を改善する

島根県県民健康栄養調査

（ 県健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度

1 日の果物摂取量の平均摂取量
（ 2 0 ～8 4 歳） ｇ

男性 － 8 9 .4 2 0 0 .0 A-1

女性 － 1 1 6 .4 2 0 0 .0 A-1

④1 日食塩摂取量7 ｇ 以下の者の割合を増やす

1 日の食塩摂取量が7 g 以下の者の割

合（ 2 0 ～8 4 歳） ％
男性 － 9 .4 3 3 .0 B-4

女性 － 1 5 .4 3 5 .0 B-4

⑤1 日3 0 分以上汗をかく 運動を週2 回以上し ている者の割合を増やす

1 日3 0 分以上軽く 汗をかく 運動を週
2 回以上し ている者の割合（ 2 0 ～7 9

歳）
％

男性 2 8 .3 3 8 .2 5 0 .0 B-3

女性 2 2 .2 2 6 .3 3 0 .0 B-3

⑥散歩をし たり 、速く 歩いたり 、乗り 物やエレベータ ーを使わずに歩く よう にし ている者の割合を増やす

散歩をし たり 、速く 歩いたり 、乗り 物

やエレベータ ーを使わずに歩く よう
にし ている者の割合（ 2 0 ～7 9 歳）

％
男性 4 5 .4 4 9 .3 5 5 .0 B-3

女性 4 6 .1 4 9 .3 5 5 .0 B-3

⑦普段の睡眠で休養が十分と れている者の割合を増やす

普段の睡眠で休養が十分と れている

者の割合（ 2 0 ～7 9 歳） ％
男性 7 4 .4 7 0 .0 8 0 .0 B-3

女性 7 2 .2 6 7 .2 8 0 .0 B-3

⑧生活習慣病のリ スク を高める量を飲酒し ている者（ 1 日当たり の純アルコ ール摂取量が男性4 0 g 以上、女性2 0 g

以上の者）の割合を減ら す

「 毎日×2 合以上」＋「 週5 ～6 日×2

合以上」＋「 週3 ～4 日×3 合以上」＋

「 週1 ～2 日×5 合以上」＋「 月1 ～3 日
×5 合以上」

％

男性 1 4 .7 1 7 .1 1 4 .9 A-1

「 毎日×1 合以上」＋「 週5 ～6 日×1
合以上」＋「 週3 ～4 日×1 合以上」＋

「 週1 ～2 日×3 合以上」＋「 月1 ～3 日

×5 合以上」

女性 7 .1 9 .5 9 .1 A-1

⑨たばこ を習慣的に吸っ ている者の割合を減ら す

①たばこ を習慣的に吸っ ている者の
割合（ 2 0 ～7 9 歳）

％

男性 3 0 .7 2 4 .6 1 4 .6 B-4

女性 7 .0 4 .6 2 .8 B-4

②たばこ を習慣的に吸っ ている者の
割合（ 2 0 ～3 9 歳）

男性 4 6 .0 2 9 .1 1 8 .0 B-4

女性 1 1 .3 4 .0 2 .3 B-2

⑩むし 歯予防のためにフ ッ 素が入っ た歯磨き 剤を利用し ている者の割合を増やす

むし 歯予防のためにフ ッ 素が入っ た

歯磨き 剤を利用し ている者の割合
（ 2 0 ～7 9 歳）

％ 男女計 3 8 .3 5 0 .6 増加 C

⑪1 年に1 回以上歯科医院に行っ て管理し ている者の割合を増やす

1 年に1 回以上歯科医院に行っ て管

理し ている者の割合（ 2 0 ～7 9 歳）
％ 男女計 2 4 .9 4 0 .4 増加 C

⑫特定健康診査受診率を増やす

都道府県別特定健診受診率（ 厚

生労働省提供参考データ ）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度

特定健康診査受診率 ％ 男女計 4 6 .6 5 9 .5 7 0 .0 C

⑬特定保健指導実施率を増やす

特定保健指導実施率 ％ 男女計 1 1 .1 2 5 .2 4 5 .0 C

⑭がん検診受診率を増やす

国民生活基礎調査

（ 厚生労働省）

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度

胃がん検診

％

男女計 － 4 6 .3 6 0 .0 C

肺がん検診 男女計 － 5 5 .8 6 0 .0 C

大腸がん検診 男女計 － 5 1 .2 6 0 .0 C

子宮がん検診 女性 － 3 8 .4 6 0 .0 C

乳がん検診 女性 － 4 3 .7 6 0 .0 C
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指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分 現状値　 出典

⑮地域活動やボラ ンティ ア活動に参加し ている者の割合を増やす
島根県県民健康栄養調査

（ 県健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値） R4（ 2 0 2 2 ）年度

地域活動やボラ ンティ ア活動をし て
いる者の割合（ 2 0 ～7 9 歳） ％

男性 4 5 .9 4 5 .7 増加 B-6

女性 3 2 .4 2 8 .9 増加 B-6

⑯6 0 ～7 9 歳においてこ れから の人生に生きがいを感じ る者の割合を増やす
島根県県民健康栄養調査

（ 県健康推進課）

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度
人生に生き がいを感じ る者の割合

（ 6 0 ～7 9 歳） ％
男性 6 7 .7 5 9 .2 増加 B-4

女性 6 3 .4 5 9 .1 増加 B-4

⑰通いの場に参加する者の割合を増やす【 新】
厚生労働省調査

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度
通いの場への参加率 ％ 男女計 － 3 .0 8 .0 C

（ ４ ） 社会環境づく り 目標

指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分 現状値　 出典

①地域と 学校が連携し た啓発に取り 組む【 新】
厚生労働省母子保健課調査

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度地域と 学校が連携し た健康等に関する講習
会を開催し ている市町村の割合

％ － 8 4 .2 増加 B-6

②学校で喫煙・ 飲酒・ 薬物乱用防止教室を実施する

県教育庁保健体育課調べ

（ 二次策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年度

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度

喫煙・ 飲酒・ 薬物乱用防止教室を実施

し ている学校の割合
％

小学校 4 6 .6 4 8 .2 増加 B-3

中学校 8 0 .4 8 2 .6 1 0 0 .0 B-3

高等学校 8 2 .9 7 5 .0 1 0 0 .0 B-3

③学校でがん教育を実施する

がん対策推進室調べ

（ 二次策定値）H 2 4（ 2 0 1 2 ）年度

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度

がん教育を実施し ている学校の割合

％

小学校 6 1 .6 5 7 .5 増加 C

中学校 6 9 .4 1 0 0 .0 1 0 0 .0 C

高等学校  5 0 .0 9 7 .9 1 0 0 .0 C

④学校で歯と 口の健康づく り を実施する

県教育庁保健体育課調べ

（ 二次策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年度

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度

歯と 口の健康づく り の推進につい

て、学校保健計画に位置づけている
学校の割合 ％

小学校 － 9 8 .0 1 0 0 .0 B-4

中学校 － 9 3 .0 1 0 0 .0 B-4

高等学校 － 8 3 .0 1 0 0 .0 B-4

⑤学校保健委員会を実施する

県教育庁保健体育課調べ

（ 二次策定値）H 2 3（ 2 0 1 1 ）年度

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度

学校保健委員会を実施し ている学校

の割合
％

小学校 8 4 .8 8 4 .2 増加 C

中学校 6 6 .0 6 7 .8 増加 C

高等学校 8 3 .7 9 1 .4 増加 C

⑥「 地域・ 職域連携」を図る検討の場を確保する【 新】

県健康推進課調べ

（ 現状値） R4（ 2 0 2 2 ）年度

「 地域・ 職域連携」を図る検討の場がある県・

二次医療圏域数
県・ 二次医療圏数 － 8 維持 B-6

⑦生活習慣病の予防や悪化防止の検討の場を確保する【 新】

県・ 二次医療圏の各種検討会の実施状況 県・ 二次医療圏数 － 8 維持 B-6

⑧し まね☆まめなカ ンパニー登録事業所を増やす
県健康推進課調べ

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年3 月末
し まね☆まめなカ ンパニー登録事業所数 か所 － 3 1 9 1 ,2 0 0 B-4

⑨事業主に対する健康づく り の研修体制を確保する

県健康推進課調べ

（ 現状値） R1（ 2 0 1 9 ）年度

事業主セミ ナー参加者数 人 4 7 9 2 7 2 増加 B-4

⑩職場への出前講座の実施体制を確保する

職場への出前講座実施回数 回 4 0 3 0 増加 B-4

⑪事業所でメ ンタ ルヘルス対策に取り 組む 事業所健康づく り 調査

（ 県健康推進課）

（ 現状値） R4（ 2 0 2 2 ）年度メ ンタ ルヘルス対策に取り 組む事業所割合 2 6 .1 6 6 .2 増加 B-2
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指　 標 第二次策定値 現状値 目標値 区分 現状値　 出典

⑫事業所でがん検診を実施する

事業所健康づく り 調査

（ 県健康推進課）

（ 現状値） R4（ 2 0 2 2 ）年度

がん検診実施事業所割合

％

肺がん 2 8 .3 6 2 .8 増加 B-2

大腸がん 3 4 .0 6 3 .9 増加 B-2

胃がん 4 0 .0 6 6 .2 増加 B-2

乳がん 2 8 .1 5 6 .9 増加 B-2

子宮がん 2 9 .2 5 4 .9 増加 B-2

⑬骨粗鬆症検診実施体制の向上【 新】
地域保健・ 健康増進事業報告

（ 現状値）R3（ 2 0 2 1 ）年度
骨粗鬆症検診実施市町村数 か所 － 3 増加 B-6

⑭たばこ 対策を実施し ている事業所等を増やす【 新】 事業所健康づく り 調査

（ 県健康推進課）

（ ベースラ イ ン ） R4（ 2 0 2 2 ）年度たばこ 対策取組宣言事業所等 か所 － 8 7 増加 B-6

⑮禁煙指導の実施体制を確保する【 新】 健康推進課調べ

（ ベースラ イ ン）R5（ 2 0 2 3 ）4 月

時点禁煙支援薬局数 か所 － 8 6 維持 B-6

⑯地区ごと の健康づく り 活動の推進体制を確保する 市町村における健康づく り 推進

体制に関する調査

（ 県健康推進課）

（ 二次策定値）H 2 4（ 2 0 1 2 ）年度

（ 現状値）R5（ 2 0 2 3 ）年度

地区ごと の健康づく り を推進する組織体制がある市町村
1 5 1 8 1 9 B-6

⑰地区組織活動を推進する 地域保健・ 健康推進事業報告

（ 厚生労働省）

（ 二次策定値）H 2 2（ 2 0 1 0 ）年度

（ 現状値） R3（ 2 0 2 1 ）年度
市町村の地区組織活動回数 4 8 3 6 0 8 増加 B-2

⑱市町村で健康づく り と 介護予防に一体的に取り 組む 市町村における健康づく り 推進

体制に関する調査

（ 県健康推進課）

（ 現状値）R5（ 2 0 2 3 ）年度

健康づく り に関する協議会で介護予防に取り 組んでいる市

町村数
－ 1 5 1 9 B-6

⑲健康づく り の活動を支援する 県健康推進課調べ

（ 二次策定値）H 2 4（ 2 0 1 2 ）年度

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度健康づく り 活動表彰事業への推薦団体数 1 8 1 4 増加 B-6

⑳食に関する体験の場を確保する
県健康推進課調べ

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度
関係機関・ 団体における食育体験活動の回数 回 － 8 ,1 4 5 増加 C

㉑各地域で小さ な拠点づく り に取り 組む【 新】
中山間・ 離島振興課

（ 現状値）R5（ 2 0 2 3 ）年3 月末生活機能の維持・ 確保のための実践活動に取り 組んでいる

公民館エリ ア数
－ 1 4 4 1 5 7 C

㉒多様な分野で主体的に健康づく り 活動に取り 組む
県健康推進課調べ

（ 現状値）R4（ 2 0 2 2 ）年度末健康長寿し まね推進会議の構成団体が主催する健康づく り

活動回数
－ 3 7 1 増加 B-6
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区分の考え方

目標値設定の考え方

　 健康日本 2 1 （ 第３ 次） の目標及び健康長寿し まね推進計画（ 第２ 次） の評価を 踏まえ、 健康長寿し まね推進

計画（ 第３ 次） の各指標で用いる 目標値については、 以下の考え方を 用いて設定する 。

考え方 区分

Ａ

健 康 日 本 2 1

（ 第３ 次） に島

根県と 同様の

指 標 が あ り 、

現状値の比較

が可能な場合

現状値が全国より も

悪い場合
全国の現状値を目標にする

Ａ

1

現状値が全国と あま

り 変わら ない場合

全国の目標値（ 健康日本 2 1 （ 第３ 次） の目標値） を目標に

する
2

現状値が全国より も

良い場合

健康日本 2 1 （ 第３ 次） の目標値設定の考え方を用いて、 目

標値を設定する
3

Ｂ
島根県独自の

指標の場合

都道府県の現状値が

把握できる場合

一番良い都道府県の現状値を目標にする

or

全国順位を 5 区分に分け、 現在の位置する 区分の一つ上の

区分の都道府県の数値を目標と する。

（ 5 区分の考え方： 1 ～ 1 0 位、 1 1 ～ 2 0 位、 2 1 ～ 3 0 位、

3 1 ～ 4 0 位、 4 1 ～ 4 7 位）

Ｂ

1

県の現状値し か把握

でき ない場合

第２ 次計画の目標値を達

成し た場合

ベースラ イ ン値と 最終評価値（ 現

状値） を比較し 、 変化率を算出す

る。 こ の変化率を用いて目標値を

設定する

or

関係者の合意で目標値を設定する

2
目標値は設定し ていない

が、過去のデータ があり 、

改善傾向にある場合

第２ 次計画の目標値を達

成し なかっ た場合

第２ 次計画の目標値を用いる

or

変化率を用いる

3

今後の啓発を考慮し た目標値を設

定する
4

過去のデータ がない場合

参考と なるデータ の変化率を用い

て、 目標値を設定する
5

関係者の合意で目標値を設定する

6

過去のデータ があり 、 悪

化傾向にある場合
関係者の合意で目標値を設定する

Ｃ
他の計画を優先する目標については、 他の計画の目標値を引用する

ただし 、 健康増進計画と 計画期間が異なる場合は他計画の目標年度の目標値と し て扱う
Ｃ


